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　私が環境管理センターの技術補佐員として採用された1992年目春にはブラジルのリオデジャネ
イロで地球サミットが開催され，地球環境問題で持ちきりでした。私も環境問題には興味があった
ものの，新聞や雑誌の記事を拾い読みする程度で，なかなか勉強する機会がなかったのですが，ち
ょうどよいタイミングで幸運にも環境管理センターのメンバーに加えて頂きました。そのおかげで
様々な経験をさせて頂き，環境に対する認識が高まり，大変感謝しております。ここでは環境管理
センターで11か月間水質監視の手伝いをさせて頂いた間に感じたことを述べたいと思います。
　岡山大学津島キャンパス内は未だに下水道が整備されておらず，そのため大学内の排水は直接公
共用水域に排出せねばなりません。そこで，生活排水系，実験洗浄排水系，雨水系の3系統に分け，
監視を行なっています。まず生活排水ですが，これは合併処理槽で生物学的処理され水質測定室内
の最終放流槽に流されます。この排水系では，休暇等で学生数が変化することにより合併処理槽へ
の負荷量が変動するためトラブルが発生しやすいので，管理体制を一層強化しなければならないと
思います。一方，実験洗浄排水は，各部局に設置されたpH槽で常時計測しており，pH許容限度5．8
以上8．6以下を外れると即座に異常発生部局への通知を行なっています。さらに月1回定期的に有
害物質や生活項目の分析も行なっています。しかし，これだけのチェックで最終放流槽に流すのに
は監視面から不十分であると思われるので，実験洗浄排水も合併処理槽で処理する必要牲があるの
ではないかと思われます。というのもあまりにも水質異常発生件数が多いからです。
　センターに勤めるまでは，pH異常がこれほど頻繁に起こるものだとは思っておらず，驚きました。
まだまだ学内の人々の環境汚染に対する認識が不足していることが伺われます。幸い，私の在職中
には最終放流槽に異常が発生しませんでしたが，もし異常が発生してpH中和設備（pH異常の排水
が放流される前に貯留され中和する設備）に移液が行なわれたときの後始末が大変であることを伺
っております。
　また、水質汚濁防止法により汚濁負荷量を計測するための自動COD測定器の維持管理もかなり
手間のかかる仕事ですし，排水系システム（ポンプ，配管等）も老朽化が著しくトラブルが多発し
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ており保守管理の大変さを実感しました。
　私は直接には実験廃液の処理には携わることができなかったのですが，この仕事は排水監視以上
に難しい仕事であることを痛感しました。例えば，内容が不明の廃液であったり，処理が困難な物
質であったりするとセンターとしては大変困ります。また，無機実験廃液にCODの高い有機物が
混入していたりするとこれらを除去するだけで作業効率の低下をもたらします。
　少し気になるのは，排出者の方々の廃液処理に対する関心が意外と低いように私には見受けられ
ることです。根本的には，排出者の責任で処理せねばならないというきまりなのですから，良識あ
る岡大の方々なら排出物を最小限にし，内容の把握をして，それをどの様にすれば無害化でき，公
共用水に放流できるかを考えることができると思います。
　一方，センターでも難分解物質の処理方法や効率のよい処理方法等の研究開発を行なっていく使
命があります。そのためにも技術開発職員の増員や施設のさらなる充実を図っていかなくてはなら
ないと思います。
　私ごとで恐縮ですが，環境管理センターで培った知識経験を公的資格の形で認められればと考え
て水質関係第一種公害防止管理者試験に挑戦してみましたところ，思いがけず一発で合格すること
ができました。将来この資格を生かすことができれば大変幸せであり，これもひとえに環境管理セ
ンターのおかげと深く感謝する次第です。
　何分未熟なもので勝手なことばかり書いてしまい申し訳ございません。短い間でしたけれど大変
よい経験になりました。最後になりましたが環境管理センターのますますの御発展をお祈り致しま
すと共に，在職中にいろいろとお世話になりました方々に厚くお礼を申し上げます。
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